
第２回会議における意見の（仮称）郡山市産業振興ビジョンへの反映一覧

（区分）○…反映済み、△作業中または検討中

No 会議等名称 発言委員 意見概要 区分 反映箇所または対応方針 備考

1 振興会議 相模委員
「１．地域商業の振興」に「空き店舗活用の推進」とあるが、空き家
の提供や支援も事業化して欲しい。

△ 具体的な事業については検討中。

2 振興会議 相模委員
「②ビジョンの実現・推進に向けて（地域別構想）」で、インター
チェンジ周辺地域開発の検討とあるが、県の条例など課題も多いが、
ぜひ進めて欲しい。

○
国県の動向を注視しながら、ビジョンに反映して
いきたい。

3 振興会議 長尾委員
創業者のコンテストを実施し、上位者には家賃を補助するなどインセ
ンティブをつけて優先的に貸してはどうか。

△ 具体的な事業については検討中。

4 振興会議 水野谷委員
農林業についても、経営者は小規模事業者であるので、施策として項
目立てが必要ではないか。

○
「①連携による産業振興」「業種間連携」におい
て記載する。

5 振興会議 水野谷委員 空き店舗だけでなく、空き家の活用についても検討すべきである。 △ 具体的な事業については検討中。

6 振興会議 水野谷委員
「４．人材育成」について、次世代リーダーなど長期的な目線だけで
なく、事業承継問題を考えれば、後継者候補の育成も必要である。

○
「４．人材育成」において、後継者候補の育成に
ついて記載する。

7 振興会議 水野谷委員
東京一極集中への対策、ＵＩＪターンの推進のため、移住者への生活
の支援（空き家活用も含む。）も必要である。

○
「４．人材育成」において、移住者への支援、特
にしごとづくりについて記載する。

8 振興会議 水野谷委員
「①連携による産業振興」、「②ビジョンの実現・推進に向けて」に
ついては、具体化すべきである。

△ 具体的な事業については検討中。

9 振興会議 松枝委員
最近、建設業者が福祉や飲食業などに業態変更しているので、その旨
を、２の工業の柱、または「①連携による産業振興」の業種間連携
に、状況を踏まえたほうが良いと感じた。

○
「２．新しい産業の創出」に「異業種間連携」と
して記載する。

10 振興会議 松枝委員
カタカナや横文字が多い感じがする。まず日本語を記載して、英語を
併記すべき。

○ 各ページに注釈として記載する。

11 振興会議 松枝委員
ＳＤＧｓの話が出ているが、国は未来投資戦略で事業承継プランなど
を出しているので、これをビジョン化したほうが具体性があり、補助
金などを取るのにつながるのではないか。

○
「未来投資戦略」など国の方針との整合性を図っ
ていく。

12 振興会議 松枝委員
ターゲットは働いている方で、消費者は誰なのか見えてこない。住ん
でいる人なのか、インバウンドの外国人を目指すのか。

○ ターゲットを意識して、ビジョン策定を進める。

13 振興会議 菊地委員
４つの柱の「人づくり革命」について、「郡山の特性を生かしたワー
クライフバランス」とあるが、郡山という独自色をプラスし、郡山だ
からこそできることを記載すべきである。

○
「都会と自然の共存」など本市の特性を生かした
表現を記載する。

14 振興会議 菊地委員
稼ぐ力の向上について、郡山でも約７割が赤字事業者であるなど赤字
の事業者が多い。自主廃業者へのフォロー策があるべきではないか。

△ 具体的な事業については検討中。

15 振興会議 菊地委員 郡山を一言で言うと何か、何を目指すのかというものがあると良い。 ○
まちづくり基本指針「大綱Ⅰ産業・仕事の未来」
の「みんなが誇れる「郡山といえばこれ！」とい
う産業があるまち」との整合を図って記載する。
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（区分）○…反映済み、△作業中または検討中

No 会議等名称 発言委員 意見概要 区分 反映箇所または対応方針 備考

16 振興会議 胡摩ヶ野委員

外部から来て感じる郡山市の印象は、東京から近い、交通の便がい
い、新幹線が停まる立派な駅舎があって駅前が賑やか、「楽都」を前
面に出して文化的である、病院が多い、子供が多い。一方、外国人が
少ない、カードが使える飲食店が少ないといった面もあるが、全般的
に、他の同規模の中核都市と比べても優位性が高く競争力もある。

○
ビジョン前段部分（本市の特徴など）等において
本市の優位性を記載する。

17 振興会議 胡摩ヶ野委員

空き店舗の活用の推進について、学生や外国人はなかなか空き店舗を
借りられない。制度を見える化して、きちんとしたルートで借りられ
るまちにしてほしい。空き店舗活用補助金は、大家側にも固定資産税
の減免などメリットがあれば貸し手が増えると思う。

△ 具体的な事業については検討中。

18 振興会議 胡摩ヶ野委員 ジェトロ・ジャイカと連携すべきである。 ○
「１．地域商業の振興」の「商品力の向上と国内
外の販路拡大」のほか、各柱（目指すべき姿）に
おいて、JETRO、JICAとの連携を記載する。

19 振興会議 胡摩ヶ野委員

「１．地域商業の振興」に「他の商圏に負けない魅力」とあるが、郡
山商圏の独自性について、どの商圏をターゲットにするのかを決める
べき。郡山は、交通の要衝の地であり、東北の玄関口としての優位性
を持っており、東北の良さと北関東の良さを併せ持つ地ということを
軸に据えるべきと考える。

○

「１．地域商業の振興」の「産業振興による地域
の活性化」において、交通の利便性など本市の地
理的優位性を記載する。商圏のターゲット（ライ
バル）は引続き検討する。

20 振興会議 水野谷委員
空き家について、県で貸す側の補助制度があり、国で遊休不動産の支
援事業がある。これら国・県の制度も活用し、連携できるようビジョ
ンに組み込めれば良いと考える。

△ 具体的な事業については検討中。

21 振興会議 松枝委員

「①業種間連携」に福祉産業との連携について、住宅も福祉政策であ
ると思うので、空き家の活用を、福祉との連携に記述するか検討すべ
きである。空き家政策は補助制度だけで良いのか。誰に補助するかも
大事だが、どのように使われているかをビジョンに盛り込むべきであ
る。国は復興庁で補助金があるので、市は同じことはやらずに、貸し
手側のインセンティブになるようにすべきと考える。

△ 具体的な事業については検討中。

22 振興会議 松枝委員
東北にはあまり外国人が来ない。会津は免税店などで観光誘致を行っ
ている。観光のストーリーを考えるべき。

○
「①連携による産業振興」「業種間連携」におい
て記載する。また、現在策定中の「観光戦略ビ
ジョン」で記載する。

23 振興会議 初澤会長
農業、観光、福祉など各個別計画と整合性を取るとあるが、どこまで
踏み込むのか。

○
福祉産業との連携では、医療・介護ロボットや、
福祉・介護施設の整備などの課題から、産業部分
としての連携が必要であるものを記載する。

24 振興会議 久井委員
郡山市にとって猪苗代湖は重要な地域資源であると考える。観光的に
開発できないか。猪苗代湖の郡山市部分をカヌーやトライアスロンな
どの聖地、学生の合宿地などに開発できないか。

△ 現在策定中の「観光戦略ビジョン」で検討する。

25 振興会議 久井委員

郡山市の特色について、まちの規模に対して大きなビルが多い。病院
や研究機関が多いなど医療分野に強い。衣食住を医食住にしてはどう
か。米もかつては生産量日本一であったし、ある程度の都市機能が
あって、首都圏に近い、自然環境にも近いなど、郡山市は住みやすい
まち。この辺をキーワードにして、まちづくりを進めると良いのでは
と考える。

○

ビジョン前段部分（本市の特徴など）及び「４．
人材育成」「郡山の特性を生かしたワークライフ
バランス」などにおいて、本市の住みやすさを記
載する。
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26 振興会議 山田(慶)委員 郡山市は都市機能と自然が共存している。 ○

ビジョン前段部分（本市の特徴など）及び「４．
人材育成」「郡山の特性を生かしたワークライフ
バランス」などにおいて、「都会と自然の共存」
など本市の特性を生かした表現を記載する。

27 振興会議 山田(慶)委員
20代、30代の若い世代にとって、ワークライフバランス、子育て環境
は重要であるので、その点からのまちづくりを大事にしてほしい。

○

ビジョン前段部分（本市の特徴など）及び「４．
人材育成」「郡山の特性を生かしたワークライフ
バランス」などにおいて、本市の住みやすさを記
載する。

28 振興会議 山田(剛)委員
郡山は、何も秀でていないまちではなく、農商工のバランスがよく、
自給潜在力が高いまちと言える。域外流出の抑止が地域経済に寄与す
る貢献度は高い。

○
ビジョン前段部分（本市の特徴など）及び「３．
稼ぐ力」「域内経済の循環と市外外貨獲得」など
において記載する。

29 振興会議 山田(剛)委員
都市圏で高い所得を得ていた方が、退職後、郡山市に移住し定住する
傾向があり、理由は、住んでいる人の良さとのことである。

○

ビジョン前段部分（本市の特徴など）及び「４．
人材育成」「郡山の特性を生かしたワークライフ
バランス」などにおいて、「都会と自然の共存」
など本市の特性を生かした表現を記載する。

30 振興会議 山田(剛)委員
ふるさと回帰支援センターへのＵＩＪターン希望者が近年、倍増して
いる。同機関との連携と、移住に向けた住環境の体系的整備、情報発
信が重要である。

○
「４．人材育成」において、移住者への支援、特
にしごとづくりについて記載する。


